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Summary
The Ministry  of Education, Culture, Sports, Science and Technology drew up“sports nation 
strategy-sports community Japan”in ２０１０.　As“what we want for sports nation,”it describes 
sharing various meanings and the values which sports have with the whole society, and establishing
“new sports culture.”　The fifth item of“the targets and main ways of five important strategies”
is drawn up“infrastructure development to support sports by the whole society”and that sports 
are properly placed in the “society.”
It has been argued so far in the research and featured from various angles in the policy that 
the so-called entrusting the improvement of a“community”through sports be expressed as“city 
planning by sports.”
Here we organize and show the research trends about“community development by sports”

























































































































































































































































































































































































































































































































































の『地方議会人 ４１（５）』における「スポーツ DE 
まちづくり」などの特集があげられる。また、
２０００年以降、総合型地域スポーツクラブに関する
特集も２００６年の『月刊自治フォーラム ５５９』にお
ける「スポーツによる地域振興」など長期に渡り
活発に議論されている。
２）地域スポーツの展開に関する時代区分はいくつ
かの説がある。例えば松村（１９８８）は、「社会体
育」、「コミュニティ・スポーツ」そして「生涯ス
ポーツ」に至るまでの議論の連続性を示している。
また、厨・田上（１９９０）は、「個別性」・「自己完
結性」・「コミュニティ意識（－）」―「連帯性」・
「共同性」・「コミュニティ意識（＋）」をＸ軸、「他
律的」―「自律的」をＹ軸とし、戦後から平成期
に入るまで、第４、 3
　
 、 2
　
 、 1
　
 象限の順に推移し
たモデルを示している。本稿では、研究の議論に
対応した構成を採った。
３）すなわち、いわゆる１９９８年の「改正都市計画法」
と「中心市街地活性化法」、２０００年の「大規模小
売店舗立地法」に施行された中心市街地の施策に
関する３つの法律。一方で、１９９９年のいわゆる地
方分権一括法による条例の制定権が拡大し、まち
づくりに関する条例が全国の多くの市町村で制定
された。さらに、２００４年には、「景観法」、「景観
法の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律」、
「都市緑地保全法等の一部を改正する法律」といっ
たいわゆる景観緑三法が制定されている。
４）日本 NPO センターが２００６年に行った調査に基
づいた数値。
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